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アンドレ・ブルトンにおけるシュルレアリスムと精神分析







































































































には例えば「人里離れた農場で / 日に日に / 悪化する / 心地よさ」（PI p.341）「車の通れる道
は / 未知のほとりに通じている」（PI p.342）「何よりも愛 / 全ては非常にうまくいくだろう /
パリは大きな村である」（PI p.342）「私はする / 踊りながら / したこと、これからすることを」
































そこに示された「セイロン島」（PI p.341）「人里離れた農場」（PI p.341）「未知のほとり」（PI 





























































　ここで時間に注目して考えるなら、1926 年 10 月 4 日の出会いを基準にして考えるなら、ブ
ルトンの記憶とはそれ以後のものである。逆に思い返している時点を基準にして考えるなら、
ナジャとの出会いは過去のものとして捉えられる。ところが『ナジャ』のテキストにおいてブ













































































































































































































































































































































































ことなのである。ブルトンは 1926 年 10 月 4 日におけるナジャとの出会いを、テキストにおい
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11） ヘーゲルとスピノザの関係については、Pierre MACHEREY, Hegel ou Spinoza, François Maspero, 1979 を
参照すること。
12） スピノザにとって否定性というのは想像的なものであり誤った考えということになるのだ。
13） フェルディナン・アルキエは『シュルレアリスムの哲学』において、ブルトンはこの現実において愛
によって幸福になろうとしていると指摘している。
14） 例えば、真っ赤な太陽というのは現実に使われる表現だが、白い太陽とか青い太陽というと現実とは
異質な過剰が生まれることになる。
15） それでは我々が既に指摘したカフカはどうであろうか。カフカにおいて「城」は永遠に近付くことの
できない物自体なのか、それとも「城」とは幻想であって、ラカン的に言えば対象 a であるのか。恐
らくそうではないと言えるのは、そこに欲望というものが存在しないからだ。
